
 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

菊川市のごみが近年増え続けています！ 

菊川市は平成 29年度のごみ量（一人１日あたりの排出量）が県内で１位（市の部）でした。 

しかし、平成 30 年度後半からごみが増え始め、令和元年５月時点においても増え続けており

ます。 

このままでは県内１位を維持し続けるのは厳しい状況であり、市民の皆様の協力が再度必要

です。ごみは分別することで再利用、再資源化が可能なものがたくさんありますが、逆に分別

をしないと本来ごみにならない大量の資源がすべてごみとなります。 

ごみの減量、分別を再度考え、一人ひとりがいつもより少しだけごみについて意識すること

で、ごみの少ない菊川市を取り戻しましょう。 

ごみの中にある資源は何？ 

種類 分別方法 回収場所 

紙類 段ボール、新聞紙、雑がみ 各地区センター、スーパー等の回収 BOX 

赤土リサイクルステーション、環境保全センター 

衣類等 衣類、カーテン、毛布 

バック、靴、布団(※) 

市役所本庁駐車場、環境保全センター 

赤土リサイクルステーション 

不燃ごみ 鉄くず、小型家電製品 環境保全センター 

 ※布団回収・・・環境保全センターのみ(条件あり) 

ごみ減量のコツは？ 

生ごみの捨て方を工夫することで、ごみ出しの時、袋が軽くなります！ 詳細は裏面！ 



 

 

 

 

 


